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研究成果の概要（和文）：　モンゴルのゴビ・アルタイ県に分布するTsagaan Oloom層，Bayan Gol層，Salaany 
Gol層の岩相層序を確立し堆積相の解析を行った．エディアカラ系／カンブリア系境界を策定し，生痕化石の変
化，微小骨格化石群と石灰質微生物類礁の初産出層準を確認した．礁はスロンボライトとストロマトライトで特
徴づけられ，RenalcisやEpiphytonが多産する．扁平礫岩が土台を形成し，その上位で礁の安定化段階が形成さ
れている．古杯類-微生物類礁では古杯類が枠組みを形成し，枠組み内外を微生物類やセメントが被覆・充填し
ている．これらの地球生物相はエディアカラ紀のものとは異なっている．

研究成果の概要（英文）：This study established the lithostratigraphy of the Tsagaan Oloom, Bayan 
Gol, and Salaany Gol formations in Govi-Altai Province of western Mongolia, and analysed their 
sedimentary facies. The results indicate the location of the Ediacaran-Cambrian boundary (ECB), 
temporal changes in ichnofacies, and the first appearance horizons of small shelly fossils as well 
as of calcimicrobes and calcimicrobial reefs. The calcimicrobial reefs above the ECB are represented
 by thrombolites and stromatolites, and the calcimicrobes Renalcis and Epiphyton are common. Flat 
pebble conglomerates provided structurally stable substrates for the initial and stabilising stages 
of calcimicrobial reefs. Archaeocyath-calcimicrobial reefs of the Salaany Gol Formation are composed
 of archaeocyath frameworks with variable types of growth morphology, and inter- and intraframework 
bindings and infillings by calcimicrobes and carbonate cement. These geobiotas are markedly 
different from those of the Ediacaran Period.

研究分野：層位・古生物学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) モンゴル西部ゴビ・アルタイ県には，エ

ディアカラ系からカンブリア系が連続的に

累重している．当該地域における地質系統の

境界，生体鉱化作用の開始，石灰質微生物類

礁の層序的な変遷，古杯類礁の産出層準はど

のようになっているのだろうか． 
 
(2) 顕生累代に入って一般的な生体鉱化作用

や石灰質微生物類礁の形成にはどのような

地球生物学的な背景が考えられるのか． 
 
(3) 最下部カンブリア系の石灰質微生物類礁

は，エディアカラ系の微生物礁とどのように

異なるのか．  
 
(4) 骨格生物（古杯類）の出現によって，礁

の形成様式はどのように変化したのか．骨格

生物と石灰質微生物類とはどのように相互

に作用しながら礁を構築したのか． 
 
２．研究の目的 
 エディアカラ系／カンブリア系境界を挟

んで地球生物相が大きく転換した要因を解

明するために，1）エディアカラ系とカンブリ

ア系とでの岩相の違い，2）両者での礁の構

築様式の違い，3）礁の遷移様式に注目する．  
 
３．研究の方法 
(1) ゴビ・アルタイ県の Bayan Gol 地域，

Tsagaan Gol地域，Salaany Gol地域で野外調

査を行い，岩相層序を確立すると共に堆積相

の解析を行う． 
 
(2) カンブリア系の基底を示準する生痕化石

（Treptichnus pedum）の初産出層準ならびに

微小骨格化石群（SSFs）の初産出層準を確認

する． 
 
(3) 野外で微生物礁の産状ならびに肉眼レベ

ルの組織を確認する．顕微鏡観察を通じて礁

の性質（構成要素・組織・構造等）ならびに

それらの層序的な変遷を調べる． 
 
(4) 古杯類-石灰質微生物類礁の野外での産

状ならびに顕微鏡観察を通じて礁の性質（構

成要素・組織・構造等）を調べる．とくに，

古杯類と石灰質微生物類が礁の形成に果た

している役割に留意する． 
 
４．研究成果 

(1) ゴビ・アルタイ県の Bayan Gol 地域，

Tsagaan Gol地域，Salaany Gol地域に分布す

る，Tsagaan Oloom層，Bayan Gol層，Salaany 

Gol 層の岩相層序を確立し，堆積相の解析を

行った． 
 
(2) とくに Bayan Gol 地域では，Tsagaan 

Oloom層から Bayan Gol層にかけての連続層

序を確認し，生痕化石相の変化（Treptichnus 

pedumの初産出層準等），SSFsの初産出層準，

石灰質微生物類（礁）の初産出層準を特定し

た． 
 
(3) 石灰質微生物類礁は，スロンボライトと

ストロマトライトで特徴づけられ，石灰質微

生物類としては，Renalcisや Epiphytonが一般

的である．微生物類礁形成の最初期の安定化

段階は，石灰質扁平礫岩の直上から始まる場

合が多い．時代特異的な石灰質扁平礫岩が構

造的に安定な土台を形成し，その上位で微生

物類礁が形成され易かったと考えられる． 
  
(4) Salaany Gol地域に分布する Salaany Gol層

で，古杯類-石灰質微生物類礁の産状や礁相の

層序学的な変遷を検討した．多様な成長形態

を示す古杯類が礁の枠組みを形成し，枠組み

間や枠組み内を石灰質微生物類やセメント

が被覆・充填することで特徴的な礁が形成さ

れている． 
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